
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
就
任
以
来
３
年
が

過
ぎ
、
新
た
に
策
定
し
た
第
６
次
都

留
市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
『
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
』と『
都
留

市
総
合
戦
略
』
の
施
策
を
リ
ン
ク
さ

せ
た
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
基
づ
き
、
基
本
構
想
に
掲

げ
る
将
来
像
で
あ
る
『
ひ
と
集
い 

学

び
あ
ふ
れ
る 

生
涯
き
ら
め
き
の
ま

ち 

つ
る
』
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
市
政
に
関
わ
る
多
く

の
皆
さ
ま
方
に
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
市
政
運
営
が
推
進
で
き

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
心
と
な
る
べ
く

『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
』事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
に
立
地
す
る

３
大
学
と
の
連
携
や
、
東
京
圏
か
ら

ほ
ど
近
い
距
離
に
あ
り
な
が
ら
清
冽

な
水
や
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
る

と
い
う
本
市
の
特
性
を
軸
に
、
民
間

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
元
気
な
高

齢
者
を
地
域
に
呼
び
込
む
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
総
合
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が

一
定
の
熟
度
が
あ
り
、
先
導
的
で
あ

る
と
の
評
価
を
受
け
、
政
府
が
推
進

す
る『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
』構
想
の
実

現
を
進
め
る
全
国
先
進
７
団
体
に
昨

年
６
月
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
の
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
地
方
創
生
に
お
け
る
地
方
移

住
の
推
進
と
、
市
民
誰
も
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
き
ら
め
く
人
生
を
送
れ

る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
、
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
県
内
で
は
初
め

て
の
重
点
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
ま
し

た『
道
の
駅
つ
る
』を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
お

客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
都
留

市
の
恵
み
を
味
わ
い
、
感
動
し
、
満

足
し
て
い
た
だ
き
、『
市
民
に
愛
さ

れ
』『
地
域
に
愛
さ
れ
』『
訪
れ
る
人
に

愛
さ
れ
る
』
道
の
駅
と
な
る
よ
う
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
愛
顧
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
末
を
も
っ
て
分
娩
が

休
止
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
都
留
市
立

病
院
に
お
け
る
産
科
分
娩
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
度
、
山
梨
県
並
び
に

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度
よ
り

当
院
に
お
き
ま
し
て
分
娩
が
再
開
で

き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
安
心
し
て
分
娩
で
き
る

産
科
の
再
開
は
、
市
民
並
び
に
東

部
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
悲
願
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
中
、
万
全
の
体
制

を
も
っ
て
再
開
で
き
る
よ
う
諸
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
少

子
・
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
展
し
て

い
く
こ
と
で
、
現
状
の
課
題
が
増

し
、
新
た
な
諸
課
題
の
顕
在
化
な
ど

が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
の
将
来

像『
ひ
と
集
い 

学
び
あ
ふ
れ
る 

生
涯

き
ら
め
き
の
ま
ち 

つ
る
』
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

わたしたちのまち『都留市』の目指すべき将来像

『ひと集い　学びあふれる　生涯きらめきのまち　つる』

プロジェクトⅠ　生涯活躍のまち ・ つる（ＣＣＲＣ）事業の推進

・政府が推進する『生涯活躍のまち』構想の実現を進める全国先進７団体に選定
・『生涯活躍のまち・つる』基本計画、実施計画策定
　（Ｈ29年春　旧雇用促進住宅下谷宿舎活用のサービス付き高齢者住宅等事業者公募開始予定）
・都留市ＣＣＲＣ構想研究会を計６回開催
・都内での移住イベント、お試し居住、つる知るツアーの開催等による本市移住希望者リスト確保
　（現在約500名）
・本市の紹介、ＰＲするための映像６パターン作成及びテレビ放映等移住促進ＰＲ実施
・快適遠距離通勤助成の実施（助成実績17名）
・大学コンソーシアムつる（市内３大学連携）の推進
　 （ホームページ立ち上げ、広報へのコーナー設置、イメージキャラクター『コンつるくん』誕生、
　３大学の産業まつりへの出店、災害協定締結、地元企業との製品開発研究など）
・地域の方の生きがいややりがい作りの場『いーばしょづくり』事業の展開（現在10カ所）
・高齢者はつらつ健康ポイント制度の開始（※つるポイント店会発行『わくわくカード』ポイント付与）
・『健康ジム開設』に向けての検討開始（公共施設活用策検討）

　新年のごあいさつ
　都留市長　堀内 富久

都留市ＣＣＲＣ構想研究会の模様

３大学合同での産業まつりへの初出店！
※学生が市長の血圧を測定

大学コンソーシアムつる
イメージキャラクター
「コンつるくん」誕生

移住者向けの『つる知るツアー』
※道の駅裏ほ場にて

地域の『いーばしょづくり』事業
※健康体操の模様

都留市移住・定住相談センター
※市庁舎となり

　プロジェクトごとに現在どのように事業が展開されているかなど、写真などを使い分かり易く事業の『見える
化』を行い、市民の皆さまへ市の施策の透明性を図ってまいります。

■
コ
ン
つ
る
く
ん
と
前
ペ
ー
ジ
の
挿

絵
２
つ
は
職
員
が
考
案
し
、『
心
を
込

め
て
』
手
書
き
に
よ
り
作
成
し
た
も
の

で
す
。
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プロジェクトⅡ　道の駅つる（農林産物直売所）を核とした地域活性化

・県内初の重点道の駅に選定された『道の駅つる』オープン（平成28年11月5日落成式）
　（平成25年12月市長就任時より道の駅構想スタート、Ｈ26年度基本設計、Ｈ27年度詳細設計、
　Ｈ27年11月工事着手、Ｈ28年9月工事完了）
・農業従事者を対象とした農業技術向上講習会を延べ 24回開催
・農林産物地産地消及び 6次産業化推進事業による農業従事者・起業者等への助成
・富士湧水を活用した特産物のブランド化事業立ち上げ（生産費用等助成）
・おもてなし戦略事業等を展開
　（市内3中学及び市民への『おもてなし講演会』の実施。『つる観光』への道筋事業実施など）
　（木のデザインチームによる道の駅つるキッズルーム及び施設内看板作成）
・地域活性化のための『じょいつる市場』を計6回開催
・道の駅オープン記念イベント『リニアと翔る都留ロードレース大会』開催（約1200名参加）
・道の駅つる運営会社『（株）せんねんの里つる』設立（市及び市内企業等出資）
・農林産物直売所のエンジンとなる出品者による『道の駅つる生産者組合』の設立
・中山間地域総合整備事業（県営型）の事業計画策定（事業期間：平成29 ～ 37年度・総事業費：23億円）

プロジェクトⅢ　『教育首都つる』のさらなる発展

・桂高校跡地への健康科学大学看護学部の誘致（平成28年4月開学）
・都留文科大学学生寮『国際交流会館』平成28年3月新設設置
・都留文科大学用地拡張事業（県南都留合同庁舎を大学キャンパスへ）
・グローバルな視点で地域創生に活躍するリーダーの養成などを目的とする都留文科大学『国際教育学
　科』平成29年4月設置
・学生アシスタント・ティーチャー派遣学生の拡充を実施
・放課後子ども教室の充実（新たに禾生第一小学校に設立：6小学校区で実施）
・小中学校地震対策補強事業の推進継続（非構造部材耐震化）
・『やまなしまなびネット』への市内生涯学習情報登録の推進
・大学コンソーシアムつる（市内３大学連携）の推進【再掲】

プロジェクトⅣ　心豊かに暮らせるきらめきのまちづくり

・市内で安心して分娩できる産科の再開（平成30年度市立病院再開予定）
・『道の駅つる』方面への新路線バス運行開始（平成28年11月～）
・安心・安全な出産を支援するマタニティタクシー利用の助成制度開始
・妊娠期から子育て期にわたる様々なニーズに対する切れ目ない支援のための子育て世代包括支援セン
　ター『子育てほっとステーション』平成28年4月設置（いきいきプラザ都留内）
・不妊治療助成事業の拡大（平成28年度から一般不妊治療への治療費助成開始）
・定住人口増加を目的に『30歳同窓会』の開催
・『いーばしょづくり』事業の展開（現在10カ所）【再掲】
・高齢者はつらつ健康ポイント制度の開始【再掲】
・『健康ジム開設』に向けての検討開始【再掲】

桂高校跡地に開学した健康科学大学
看護学部　※県産材を活用した校舎

いざ出発！『道の駅つる』へ
※昨年11月から運行開始（谷村町駅発）

昨年実施された『30歳同窓会』
～つるに恋～

～安心して産み育てられるまちへ～
『子育てほっとステーション』設置

（いきいきプラザ都留内）

興味津々！放課後子ども教室の様子

大学コンソーシアムつる
阿部校長・笹本学長・市長・福田学長
（産短大）　 （健科大）　　　　    （文大）

『道の駅つる』のオープンを記念して
の「ロードレース大会」の模様！

『じょいつる市場』で賑わう高尾町通り

『売れる野菜づくり』農業講習会の模様
※道の駅オープンまで延べ 24回開催

地域活性化の起爆剤！
『道の駅つる』オープン！

『道の駅つる』
　田園風景にマッチした木をふんだんに使ったモダンな建物！地元生産の野菜、富士湧水ポーク、ヤマメなど都
留の恵みが満載の直売所！地元食材を活かしたレストランやテイクアウトコーナー・お惣菜調理場、地域住民の
アイデアで完成したキッズルーム！地元の女性デザイナーなどのセンスを取り入れた『憩いの広場』や子ども達が
楽しめる『スポーツ広場』もあり！市民の皆さま、1日のんびりとおくつろぎください！
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